
   2019年度(平成31年度)事業計画書

特定非営利活動法人アジア・アフリカと共に歩む会

１ 事業実施の方針

南アフリカ共和国クワズールーナタール州ウグ郡を中心とした途上国の貧窮地域の学校に対して、学校図書、菜園活動、スポーツ・課外活動を主柱に支

援することで、そのような地域の将来を担う子どもや若者の学力、技術、生活能力を総合的に高めていく。

学校図書支援活動事業

学校図書が導入されていないドゥエシューラ学区の12校（小中学校8校、高校4校）を対象に図書環境の基盤を整えていく。空いている教室に本棚を設置

し、コンテナを配備して図書室を作り、日本から送られてくる英語の本と現地で購入する母語（ズールー語）の本を配布する。各校で司書教師と生徒から

なる図書委員会を設立し、図書室の管理・運営方法を教え、彼らの図書活動をサポートしていく。小学校では教師と一緒に本の読み聞かせと音読指導をし、

中学校と高校では、図書委員会生徒と一緒に本の紹介や読書推進活動を行うことで、読書習慣を育てていく。

日本から送られてくる本については、昨年度に引き続き農業塾リソースセンターにも蔵書補填として配布する。日本では年間を通じて全国から英語の本

を収集し、分類・梱包作業を行っていく。

学校およびコミュニティー菜園支援活動事業

2016年7月に開始し今年度4月15日に完了するJICA草の根技術協力事業「有機農業塾を拠点とした農村作り」の中で発展してきた有機農業塾MOATSは、当会

から独立しNPC（non-profit company）として現地に引き継がれる。当会はNPC運営の有機農業塾をモニタリングし必要に応じてアドバイスを行う。

ドゥエシューラ学区における学校図書支援活動事業対象校12校のうち、学校菜園のある3校の菜園活動を支援する。

スポーツ・課外活動振興事業

ドゥエシューラ学区における学校図書支援活動事業対象校12校に、日本から送られてきたサッカーボールと空気入れを配布する。日本では引き続き中古

のサッカーボールを収集すると同時に、当事業の意義を伝え広報活動に励む。現地ではサッカーボールを対象校に配布する。また、地元で少年サッカーチ

ームを育成し支援していく。



２ 事業の実施に関する事項（2019年4月1日 ～ 2020年3月31日）

(1) 特定非営利活動に係る事業

定款の事業名 事 業 内 容 実施予定場所

従事者

の予定人

数

受益対象者

の範囲及び

予定人数

支出見

込み額

(千円)

学校図書支援

活動事業

基礎教育支援のための学校図書環境改善および読書推進活動

日本

・英語の本の収集、梱包、発送作業

・対象地域の母語のラベルを貼った絵本作成

・算数セットの収集、梱包、発送作業

・当事業の広報活動

南アフリカ共和国

● 日本から送った本、教材（算数セット）の配布。現地での

母語の本の購入と配布。

● 学校図書室の設置。コンテナ図書室配備。

● 各校で図書委員会を設立し図書運営・管理能力を育てる。

● 本の読み聞かせや音読指導等を行い、校読書習慣を育む。

日本・南アフリ

カ共和国ウグ

郡ドゥエシュ

ーラ学区

ムタルメ地域

（農業塾）

南ア側 2

人

日本側 15

人

小・中・高校12校

教師 180人

生徒 5,600人

農業塾リソースセンタ

ー利用者

(地域住民・教師・生徒) 

600人

その他（専門学校、他地

域の学校等）

3,000人

9,570

学校およびコ

ミュニティー

菜園支援活動

事業

学校菜園およびコミュニティー菜園における地域環境保全型農

業促進指導

● 学校菜園の支援、アドバイス

● 農業塾MOATS運営するNPCより四半期報告書を受け取り、進

捗状況を確認し、必要に応じてアドバイスを行う。

ドゥエシュー

ラ学区（学校菜

園）

ムタルメ地域

(農業塾)

南ア側 2

人

日本側 3

人

小・中校 3校

教師 15人

生徒 150人

農業塾 1校

地域住民 600人

150

スポーツ・課

外活動振興事

業

日本

・サッカーボール収集、梱包、発送作業

・当事業の広報活動

南アフリカ共和国

● 日本から送られてきたサッカーボールを学校に配布

● サッカー交流試合開催

日本・南アフリ

カ共和国ウグ

郡ドゥエシュ

ーラ学区

南ア側 2

人

日本側 3

人

小・中・

高12校

生徒

5600人

100

合計 9,820


